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＜連絡事項＞
・昨日、病棟懇談会が無事終了しています。欠席者の懇談会は5月21日（木）の予定で詳細は未定です。また懇談会の個人負担金は￥2.670となりました。5月12日（月）までに、各自財務Ｔまで支払って下さい。但し5月11日（日）は、財務のスタッフは出勤していますが、不在になる事が多いので電話確認してから支払って下さい。
・ベットコントロールですが、Ｄユニットの米田　キノエ様が5月8日（木）に西Ａユニットへ転棟する予定です。担当スタッフはサマリーなどの準備を進めて下さい。Ｂユニットの切明　茂雄様は明日退院予定です。担当スタッフは退院の際の書類などの準備を進めて下さい。Ａユニットの清川　厚子様はＢユニット3号室へ、寺地　利代子様がＡユニット13号室へ転室となります。
＜患者様連絡事項＞
· 袴田　英司様～　排尿困難見られ、主治医へ報告。バルーンカテーテル留置していま　　　　　　　　　　　


す。また酸素は6ℓ→1ℓへ変更していますが、酸素飽和濃度は90％

　　　　　　後半から100％を維持しています。経過観察していきましょう。
・七戸　キミ様～　食事摂取できており、本人様より常食の希望あり、食事変更しています。経過をみて身体管理の必要性がなくなれば、一般のユニットへの転室も考えていきます。

・佐々木　要四郎様～　本日、介護保険の認定調査に調査員の方が来院しています。病棟生活では日課などの支障は無い事をお伝えしています。
＜隔離室入室患者様ケース検討＞

・杉澤　恵子様～　以前ほど、私物・嗜好品の要求は過度ではないです。しかし本日午前のＯＴの最中、便意を催すもトイレまで間に合わず失禁する事あります。本人の定期薬にカマ（酸化マグネシウム）が毎食後の内服となっている為、主治医へ情報提供しています。体重については、外泊から帰院された直後の体重が外泊前より＋5.6㎏の増でした（外泊前41.15㎏）が、現在は43～44㎏を維持しています。水分管理する事で体重の極端な増減は見られないが、以前水分要求は頻回に見られている為本人へは、根気強く水分管理の必要性について説明していきましょう。
＜要注目患者様ケース検討＞
・内城　由蔵様～　食事に対する拒否が強く、摂取量も数口程度で経過。本日の昼食も本人の嗜好である甘味のプリンを提供するも、1口摂取したところで拒否しています。本人に食事拒否の理由について問うと、「腹が痛いから。背中が痛いから」と身体痛を訴えるのみです。内面的な要素は見当たらない。御家族（本人の長女様）来院時に情報提供すると、胃の検査の希望あるも、当院では設備の関係上実施できない事をお伝えしています。経過について主治医へ情報提供しています。本日長男の妻様（主に面会など身の回りの世話をしている方）に状態報告し、こちらの説明には納得され主治医の紹介先の病院へ受診予定との事です。

面談の希望があり、明日の午後に御家族の面会後行う予定です。

＜受け持ち患者様ケース検討＞

・吉田　光良様～　禁煙を守れず、もらいタバコをした件でＣユニットに転室してから約2ヶ月が経過している。日課は問題なく、水分管理している事で夜間の尿失禁もなくなり身体・精神状態的には安定されている。本人に現在も喫煙に関する気持ちなどがあるか尋ねると、「今はタバコを吸いたいと思う気持ちはない」と話されている。以前はＢユニットで私物を自己管理していた経緯もあり、Ｃユニットにいる事でレベルの低下も懸念される為、Ａユニット→Ｂユニットと段階を踏んで転室を検討してる。しかし以前のユニット移動の経緯を辿ると、またＣユニットは私物は全てスタッフ管理である為、他者から私物を借りる・もらう事は物理的に不可能である。しかしＡ・Ｂユニットは私物自己管理の患者様が多い為、以前他者からもらいタバコをした事から、再び同行為があっても断れないのではないか？などのリスクが考えられます。来週月曜日の主治医のケースカンファにて情報提供し、再検討する予定です。

＜新入院患者様情報＞

　畑内　マツ様（84）脳血管性認知症　医療保護入院第33条第2項

主治医：田名部Dr　当院1回目の入院　東Aユニット

H9年頃より物忘れが目立つようになり、むらかみ脳神経クリニックを受診。同院にて頭部CT検査を施行し、多発性ラクナ梗塞と診断され、通院・服薬を継続。H18年秋頃からは、夜中に起き出して「怖い、助けろ」と叫んだり、外に出て行くようになる。また「息子に叩かれる」「人が来ている」等と訴えることが度々あり専門病院での治療を勧められ、H19.12.5当院受診。以後、南山苑のデイサービス(3回/週)を利用しながら当院への外来通院を継続。妄想・徘徊・夜間覚醒などが持続しており、家族対応が困難となったことから、H20.5.7当院受診し入院。
保護者：畑内　幸男様(56)長男　
介護認定区分：要介護3（担当ケアマネ：在宅介護支援センター南山苑　金子氏）

主治医より、服薬調整にて症状の改善を図っていくとの説明がある。ご家族は

退院後の生活として、高齢者施設への入所を希望している。
　　　　　　　　

・切明　茂雄様の退院療養検討会を行っています。













